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年から 年に大分県の養殖海産魚類から1990 2001
分離された主要魚病細菌の薬剤感受性

福田 穣

Drug Susceptibility of Fish-Pathogenic Bacteria Isolated from
Cultured Marine Fishes in Oita Prefecture from 1990 to 2001

Yutaka Fukuda

養殖海産魚類の細菌性疾病には 化学療法剤を用,
いた治療が可能なものも多いことから 細菌性疾病,
による被害発生時において水産用製剤が使用可能な

場合には 種々の薬剤が養殖場で使用されてきた。,
しかしながら 一部の細菌性疾病においては原因細,
菌の薬剤耐性化が進み 対策が困難なものになって,
いる。また 薬剤の多用は 消費者に生産物の安全, ,
性に対する不安感を与え 養殖魚全般にわたる誤解,
を生じさせる原因となっている。

これに対して 海産魚類養殖においては化学療法,
剤に頼らずに疾病被害を軽減するために 養殖技術,
改良などの種々の努力が行われてきたが やむを得,
ず薬剤による対策を実施しなければならない場合も

残されている。必要最小限で 効果の高い投薬を実,
施するためには 治療対象とする疾病の原因細菌に,
ついて 各種薬剤に対する感受性の状況を知ること,
が重要であることは言うまでもない。

また近年 海産魚類養殖ではワクチンによる魚病,
対策が急速に普及し 化学療法剤の使用量が激減し,
ている。同時に使用頻度の減少によって 薬剤耐性,
化した魚病細菌における感受性の回復が期待される

, ,が ワクチン普及の効果として評価するためには

過去における薬剤感受性の状況を整理しておくこと

が必要である。

大分県海洋水産研究センター(大分県水産試験場)

では従来から 適正な投薬指導の参考資料とするこ,
とを目的に 細菌性疾病の診断時に分離された魚病,
細菌について 各種薬剤に対する感受性の測定を随,
時行ってきた。そこで本報では 過去 年間の薬, 12
剤感受性測定記録を集計し 本県で診断例の多い海,

Seriola産魚類の細菌性疾病 である ブリ
1) ,

のビブリオ病 類結節症およびレンサquinqueradiata ,
球菌症 ヒラメ のエドワジエラ, Paralichthys olivaceus
症ならびにレンサ球菌症の各原因細菌の薬剤感受性

について整理を行った。

材料と方法

年から 年にかけて 大分県供試菌株 1990 2001 ,
下で養殖されていたブリ カンパチ およ, .S dumerili
びシマアジ から分離されたPseudocaranx dentex

175 1 , , .Vibrio anguillarum S株(表 ) ブリ ヒラマサ

aureovittata Pagrus, , ,カンパチ シマアジ マダイ

イシガキダイ およびヒmajor Oplegnathus punctatus,
subsp.ラメから分離された Photobacterium damselae

= 1,576 2 , ,piscicida Pasteurella piscicida( ) 株(表 ) ブリ

ヒラマサ カンパチ ブリヒラ(ブリとヒラマサの人, ,
工交雑種) シマアジ マアジ お, , Trachurus japonicus

Lactococcus garviaeよびヒラメから分離された

= 4,166 3 , ,( ) 株(表 ) マダイEnterococcus seriolocida
チダイ およびヒラメから分離されEvynnis japonica
た 株(表 ) ヒラメ カワハギEdwardsiella tarda 927 4 , ,

お よ び ウ マ ヅ ラ ハ ギStephanolepis cirrhifer
Thamnaconus modestus Streptococcusから分離された

株(表 )について 分離から数日内に薬剤iniae 370 5 ,
感受性を測定した。

については スルファモ供試薬剤 V anguillarum. ,
ノメトキシン( ) ニフルスチレン酸ナトリウムSMM ,
( ) オキソリン酸( )およびオキシテトラサイNFS , OA
クリン( )の 薬剤を供試した。OTC 4

. subsp. , NFS, OA,P damselae piscicida については
アンピシリン( ) チアンフェニコールABPC , OTC,
TP , FF , NB ,( ) フロルフェニコール( ) ノボビオシン( )

ビコザマイシン( )およびホスホマイシンBCM
FOM 9 , BCM 1992( )の 薬剤を供試した。ただし は

年以降の分離株に は 年以降の分離株に, FOM 1995
ついて感受性測定の対象とした。

については ドキシサイクL garviae. , ABPC, OTC,
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表1. 供試菌株の由来Vibrio anguillarum

表2. 供試Photobacterium damselae piscicidasubsp.
菌株の由来

表3. 供試菌株の由来Lactococcus garvieae

表4. 供試菌株の由来Edwardsiella tarda

表5. 供試菌株の由来Streptococcus iniae

リン( ) エリスロマイシン( ) リンコマイシDOTC , EM ,
LCM FF 6 , . ,ン( )および の 薬剤を についてはE tarda

SMM, NFS, OA, ABPC, OTC FF 6 ,および の 薬剤を

については おS iniae. , NFS, ABPC, OTC, EM, LCM
よび の 薬剤をそれぞれ供試した。FF 6

. , . , .薬剤感受性測定 V anguillarum L garviae E
および については 感性ディスク用培tarda S iniae. ,

地 (ニッスイ)を につ-N , . subsp.P damselae piscicida
いては 加ハートインヒュージョン寒天培, 1.0%NaCl
地(ニッスイ)を用いて感受性ディスク法により薬剤

感受性を測定した。感受性ディスク法による測定は

供試ディスクのマニュアルに準じて行い ℃で培, 25
養して ～ 時間後に阻止円の直径をノギスを用24 48
いて測定した。

薬剤感受性ディスクは の 濃度( ), OA 3 0.5, 2, 10µg
ディスク以外は 濃度ディスクを用いた。感受性の1
判定はそれぞれのディスクの遅延法の判定表にした

がい 高感受性(+++) 中感受性(++) 低感受性(+) 耐, , , ,

表6. 供試ディスクの薬剤含有量および

判定区分濃度

濃度ディスク*1 3

内は 年 月 日以前の分離株に使用*2 ( ) 1994 4 18

内は 年 月 日以前の分離株に使用*3 ( ) 1994 12 20

内は 年 月 日以前の分離株に使用*4 5( ) 1994 31

性(-)とした。供試したディスクの薬剤含有量およ

び判定区分濃度等は表 に示したとおりである。6

結 果

ブリ カンパチVibrio anguillarumの薬剤感受性 ,
およびシマアジから分離された のV anguillarum.
SMM, NFS, OA OTC , 1および に対する感受性は 図

に示したとおりである。

に対しては ブリ由来の 年の低感受性SMM , 1991
株 株と ～ 年の耐性株 株を除き 分離株1 1995 96 2 ,
は中以上の感受性を示したが ブリおよびカンパチ,
由来株では中感受性株がそれぞれ および を54 67%
占めたのに対して シマアジ由来株では高感受性株,
が主体( )であった。78%

および に対しては 由来魚種にかかわNFS, OA OTC ,
70% ,OAらず高感受性株が主体( 以上)であった。特に

に対しては全ての供試菌株が高感受性を示した。

の薬剤感Photobacterium damselae . piscicidasubsp
, , , , ,受性 ブリ シマアジ カンパチ ヒラメ ヒラマサ

P.マダイおよびイシガキダイから分離された

subsp. NFS, OA, ABPC, OTC,damselae piscicidaの
および に対する感受性は そTP, FF, NB, BCM FOM ,

れぞれ図 ～ に示したとおりである。2 8
に対しては ヒラメ ヒラマサおよびイシガABPC , ,

キダイ由来株では 耐性株が少なく( ) 高感受, 7~12% ,
性株が 以上を占めたが ブリ シマアジ カンパ76% , , ,
チおよびマダイ由来株は 耐性株の割合が高く,

。( ) 高感受性と耐性の 峰性の分布を示した22~43% , 2
および に対して ブリ属魚類(ブNFS, OA, OTC TP ,

リ ヒラマサ カンパチ) シマアジおよびイシガキダ, , ,
イ由来株は比較的類似した感受性分布を示した。

薬剤含有量
µg (力価) +++ ++ + －

SMM 400 ≦20 ≦100 ≦500 ＞500 昭和薬品化工

NFS 20 ≦1 ≦5 ≦15 ＞15 上野製薬

OA *1 0.5, 2, 10 ≦0.5 ≦2 ≦10 ＞10 栄研化学

ABPC 30 ≦3 ≦15 ≦60 ＞60 昭和薬品化工

OTC *2 30 (200) ≦2 ≦10 ≦60 ＞60 昭和薬品化工

DOTC *3 30 (200) ≦2 ≦10 ≦60 ＞60 昭和薬品化工

EM *4 30 (50) ≦1 ≦5 ≦30 ＞30 昭和薬品化工

LCM 30 ≦1 ≦5 ≦30 ＞30 昭和薬品化工

TP 100 ≦6 ≦30 ≦120 ＞120 昭和薬品化工

FF 100 ≦4 ≦15 ≦60 ＞60 武田薬品

NB 20 ≦1 ≦4 ≦20 ＞20 昭和薬品化工

BCM 500 ≦40 ≦80 ≦300 ＞300 昭和薬品化工

FOM 200 ≦15 ≦80 ≦200 ＞200 昭和薬品化工

製造元薬剤
判定区分濃度(MIC近似値: µg/ml )

福田 穣

    魚種  ＼  年 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 計
  ブリ 14 6 6 15 9 29 11 4 10 4 5 12 125
  カンパチ 4 1 1 3 3 2 9 6 3 32
  シマアジ 2 1 7 3 2 3 18

計 16 11 7 23 15 32 13 4 12 16 11 15 175

    魚種  ＼  年 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 計
  ブリ 140 76 155 82 145 218 98 115 149 79 121 29 1,407
  シマアジ 4 11 5 8 17 3 48
  カンパチ 3 4 3 5 5 6 3 1 7 8 45
  ヒラメ 1 1 3 1 2 1 4 11 3 4 31
  ヒラマサ 1 1 1 3 4 1 2 13 26
  マダイ 2 1 1 2 4 10
  イシガキダイ 1 1 4 1 1 1 9

計 145 82 159 96 153 242 112 133 169 92 148 45 1,576

    魚種  ＼  年 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 計
  ブリ 65 65 101 402 691 883 237 227 250 216 356 168 3,661
  ヒラマサ 2 4 1 18 7 5 41 10 35 61 50 234
  シマアジ 2 1 6 9 11 14 22 17 27 13 122
  カンパチ 1 1 8 7 26 9 13 4 2 6 10 87
  ヒラメ 3 3 4 2 2 3 4 3 2 26
  ブリヒラ 4 10 12 26
　マアジ 1 1 1 2 2 3 10

計 68 75 112 436 731 912 272 303 285 287 452 233 4,166

    魚種  ＼  年 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 計
  ヒラメ 24 44 64 56 75 81 60 82 117 63 112 103 881
  マダイ 2 5 2 4 1 3 2 2 9 10 40
  チダイ 2 3 1 6

計 24 46 69 58 79 82 63 84 119 68 122 113 927

    魚種  ＼  年 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 計
  ヒラメ 22 24 37 25 63 33 29 26 31 28 14 20 352
  ウマヅラハギ 2 1 2 4 1 10
  カワハギ 2 1 1 1 3 8

計 24 24 37 25 65 34 32 31 33 31 14 20 370
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( ) ( ) ( )**ABPC n=1,339 FF n=1,327 FOM n=757

subsp. NFS, OA, ABPC, OTC, TP, FF, NB, BCM図2 ブリから分離された の. Photobacterium damselae piscicida
.および に対する感受性FOM

* 1992年以降の分離株. ** 1995年以降の分離株.
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図1. ブリ, カンパチおよびシマアジから分離された の およびVibrio anguillarum SMM, NFS, OA
に対する感受性.OTC
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subsp. NFS, OA, ABPC,図3. シマアジから分離された のPhotobacterium damselae piscicida
および に対する感受性.OTC, TP, FF, NB, BCM FOM

.* 1995年以降の分離株

subsp. NFS, OA, ABPC,図4. カンパチから分離された のPhotobacterium damselae piscicida
および に対する感受性.OTC, TP, FF, NB, BCM FOM

* 1992 . ** 1995 .年以降の分離株 年以降の分離株
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subsp. NFS, OA, ABPC,図5. ヒラメから分離された のPhotobacterium damselae piscicida
および に対する感受性.OTC, TP, FF, NB, BCM FOM

* 1992 . ** 1995 .年以降の分離株 年以降の分離株

subsp. NFS, OA, ABPC,図6. ヒラマサから分離された のPhotobacterium damselae piscicida
および に対する感受性.OTC, TP, FF, NB, BCM FOM

* 1995 .年以降の分離株
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図11. 各年代にブリから分離された の およびPhotobacterium damselae piscicidasubsp. NB, BCM
に対する感受性.FOM

図12. ブリから分離された の に対する感受性分布のPhotobacterium damselae piscicidasubsp. ABPC
経年変化.
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すなわち および に対しては 高感受性株, NFS OA ,
から耐性株までが連続的に分布し に対しては, OTC
低感受性と耐性株の割合( ～ )が に対し64 91% , TP
ては耐性株の割合( ～ )が高かった。一方 ヒ55 88% ,
ラメおよびマダイ由来株では に対して 以, NFS 91%

, OA, OTC TP上の株が中以上の感受性を示し および

に対しては 高感受性株( ～ )が主体であった, 63 89%
(図 )。5, 7

また 由来魚種にかかわらず および, , FF, BCM
に対しては 以上の株が高感受性を にFOM 80% , NB

対しては中感受性株が主体( ～ )で 以上62 86% , 92%
の株が中以上の感受性を示した。

ブリ由来株の供試薬剤に対する感受性分布の変化

を 年から 年ごとにまとめた結果は 図 ～, 1990 3 , 9
に示したとおりである。11
顕著な変化が認められるのは に対する感受ABPC

性で ～ 年には耐性株が を占めてい, 1990 1992 64%
たが 年代とともに減少して ～ 年にはほ, 1999 2001
とんどみられなくなる( )とともに 高感受性株の3% ,
割合が に達した(図 右)。 年から 年92% 9 1990 2001
における ブリ由来株の に対する感受性分布, ABPC
の年変化は 図 に示したとおりである。耐性株, 12
主体( ～ )であった分布に変化がみられはじ71 76%
めたのは 年で 耐性株の減少によって 年1992 , 1994
以降は高感受性株の割合が耐性株よりも高くなっ

た。 年以降は 以上が高感受性株となって1999 88%
2000 6 ,いる。 年に 株の耐性株が分離されたものの

年に分離された 株は全て高感受性株であっ2001 29
た。

NFS , 1993 1995に対する感受性分布をみると ～

年に高感受性株がやや減少し ～ 年には, 1996 1998
低感受性および耐性株がやや減少した結果 年, 1996
以降は中感受性株が主体( )となっている(図53~55%
9 ,左)。その他の供試薬剤に対する感受性分布には

目立った変化は認められない。いずれの年代におい

ても， (図 左)に対しては低感受性株、 (図OTC 10 TP
中)に対しては耐性株、 (図 左)に対しては10 NB 11

FF 10 , BCM中感受性株が主体をなしている (図 右)。

(図 中)および (図 右)に対してはどの年11 FOM 11
85% ,代においても高感受性株が 以上を占めるが

1992 1995 FF ,～ 年に 低感受性あるいは耐性株が

～ 年に および 低感受性あるい1997 1999 BCM FOM
は耐性株がわずかに認められた。

ブリ ヒラマLactococcus garviaeの薬剤感受性 ,
サ シマアジ カンパチ ヒラメ ブリヒラおよびマ, , , ,

ABPC, OTC,アジから分離された のL. garviae

および に対する感受性は それDOTC, EM, LCM FF ,
ぞれ図 ～ に示したとおりである。13 19

に対しては 由来魚種にかかわらず 以ABPC , 95%
上の株が中以上の感受性を示した。ただし ブリ属,
魚類(ブリ ヒラマサ カンパチ ブリヒラ)およびマ, , ,
アジ由来株においては高感受性株の割合が高かった

が シマアジおよびヒラメ由来株では中感受性株が,
多かった。また ブリ シマアジおよびカンパチ由, ,
来株にはわずか( ～ )ではあるが耐性株が認め1 5%
られた。

に対しては 高感受性株から耐性株までが連OTC ,
続的に分布するが ブリおよびカンパチ由来株では,
中感受性株の比率が高いのに対して その他の魚種,
由来の株には高感受性株が多い傾向があった。

に対しては 由来魚種にかかわらず高感受性DOTC ,
株主体( ～ )で 以上の株が中以上の感56 100% , 79%
受性を示した。 耐性株は ブリおよびヒラマDOTC ,
サ由来株のなかにみられた( )。1%

に対する感受性分布をみると ブリ属魚類おEM ,
よびシマアジ由来株が 中感受性と耐性の 峰性の, 2
分布を示したのに対して ヒラメおよびマアジ由来,
株では 以上の株が 中以上の感受性を示した85% ,
(図 )。17, 19

に対する感受性分布は ヒラマサ シマアジLCM , ,
2およびブリヒラ由来株を除いて中感受性と耐性の

峰性を示した。耐性株の比率は、ヒラメ由来株を除

いて 以上であったが、もっとも高いブリヒラ50%
由来株では を占めていた(図 )。85% 18

に対する感受性は ブリ属魚類およびシマアジFF ,
由来株では 中感受性株が主体( ～ )であった, 74 87%
のに対して ヒラメおよびマアジ由来株では高感受,

17,性株の比率が中感受性株よりも高かった(図

)。19
ブリ由来株の供試薬剤に対する感受性分布の変化

を 年から 年ごとにまとめた結果は 図 お, 1990 3 , 20
よび に示したとおりである。21
OTC , 1990 1992に対する感受性分布をみると ～

68% ,年に主体( )をなしていた中感受性株が減少し

1996 1998 46年～ 年以降は高感受性株が増加した(

～ )が 低感受性および耐性株の比率は変わっ49% ,
20 1990 2001 ,ていない(図 中)。 年から 年における

OTC ,ブリ由来株の に対する感受性分布の年変化は

図 に示したとおりである。中感受性株が減少し22
高感受性株が増加したのは 年以降である。, 1994

耐性株は 年に多く( )分離されたが そOTC 1994 7% ,
。の後減少して ～ 年にはみられなくなった1998 1999
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図13. ブリから分離された の および に対する感受性.Lactococcus garviae ABPC, OTC, DOTC, EM, LCM FF

図14. ヒラマサから分離された の およびLactococcus garviae ABPC, OTC, DOTC, EM, LCM
に対する感受性.FF

図15. シマアジから分離された の およびLactococcus garviae ABPC, OTC, DOTC, EM, LCM
に対する感受性.FF
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図16. カンパチから分離された の およびLactococcus garviae ABPC, OTC, DOTC, EM, LCM
に対する感受性.FF

図17. ヒラメから分離された の およびLactococcus garviae ABPC, OTC, DOTC, EM, LCM
に対する感受性.FF

図18. ブリヒラから分離された の およびLactococcus garviae ABPC, OTC, DOTC, EM, LCM
に対する感受性.FF
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図19. マアジから分離された の およびLactococcus garviae ABPC, OTC, DOTC, EM, LCM
に対する感受性.FF
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しかし ～ 年には増加傾向にある( ～, 2000 2001 5
)。13%

に対しては どの年代でも中感受性株が主体EM ,
54 68% , 1990 1992 ,( ～ )であるが ～ 年と比較して

年以降は高感受性株が減少し 耐性株が増加し1993 ,
ている(図 左)。 年から 年における ブ21 1990 2001 ,

リ由来株の に対する感受性分布の年変化は 図EM ,
に示したとおりである。 耐性株は 年に23 EM 1991

分離されて以来 年以降は ～ を占めて, 1992 15 35%
きた。耐性株の比率は 年に急増して 年に2000 2001
は に達した。同様に に対する感受性分布の48% EM

0 ,変化をブリ 歳魚由来株についてまとめた結果は

ABPC OTC DOTC

図20. 各年代にブリから分離された の および に対する感受性.Lactococcus garviae ABPC, OTC DOTC
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図21. 各年代にブリから分離された の および に対する感受性.Lactococcus garviae EM, LCM FF

図22. ブリから分離された の に対する感受性分布の経年変化.Lactococcus garviae OTC
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図23. ブリから分離された の に対する感受性分布の経年変化.Lactococcus garviae EM

図24. ブリ0歳魚から分離された の に対する感受性分布の経年変化.Lactococcus garviae EM
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図 に示したとおりである。 歳魚由来株の感受24 0
性分布は 全年齢魚由来株の分布(図 )にみられる, 23
傾向と大差ないが 耐性株は 年以降に分離され, 1992
るようになり 年には最大の分離率 に達し, 1994 52%
たが その後やや減少した。 歳魚由来株において, 0
も 年に耐性株が急増した( )が 年には2000 47% , 2001
やや減少している( )。42%
LCM , 1990 1992に対する感受性分布をみると ～

年には中感受性株が主体( )であったが ～78% , 1993
年に耐性株が増加し ～ 年以降は耐1995 , 1996 1998

性株が主体( ～ )となった(図 中)。 年84 91% 21 1990
から 年における ブリ由来株の に対する2001 , LCM
感受性分布の年変化は 図 に示したとおりであ, 25
る。 耐性株は 年から分離されるようになLCM 1991
り 年に急増( )し 年以降は主体( ～, 1994 49% , 1996 77
)をなすようになった。逆に ～ 年に92% , 1990 1991

主体( ～ )であった中感受性株は 年々減少し83 89% ,
て ～ 年には ～ になり 年には1997 2000 1 4% , 2001
分離されなかった。

その他の薬剤については 年代による顕著な変化,
はみられなかった (図 左)および (図。ABPC 20 DOTC
右)に対しては どの年代においても 高および中20 , ,

感受性株の比率が高く 耐性株は に対して, ABPC
と 年に各 株 に対して 年に1994 1995 4 , DOTC 1990

5 , 1992 1998 2 FF株 と 年に各 株分離されている。

に対しては(図 右) どの年代においても中感受21 ,
58 81% , 1990 2性が主体( ～ )であり 耐性株も 年の

株以外は分離されていない。

ヒラメおよびタEdwardsiella tardaの薬剤感受性
E tardaイ科魚類(マダイ チダイ)から分離された, .

の および に対するSMM, NFS, OA, ABPC, OTC FF
感受性は それぞれ図 および に示したとおり, 26 27
である。

に対する感受性分布は ヒラメ由来株ではSMM ,
耐性株の比率が高かった( )のに対して タイ科54% ,
魚類由来株では高感受性株が主体( )をなしてい77%
た。 および に対する感受NFS, OA, ABPC, OTC FF
性は ヒラメおよびタイ科魚類由来株ともに高感受,
性株主体の分布を示したが タイ科魚類からは耐性,
株が分離されていないのに対して ヒラメ由来株に,
は に対して に対して にOA 0.7%, ABPC 13%, OTC
対して の耐性株が含まれていた。14%
ヒラメ由来株の供試薬剤に対する感受性分布の変

, 1990 3 , 28化を 年から 年ごとにまとめた結果は 図

および に示したとおりである。29
に対しては 年代とともに高感受性株が減SMM ,

少して耐性株が増加している。 ～ 年にお1996 1998

いては 高感受性株が に対して 耐性株が を, 6% , 76%
占めていた(図 左)。28

に対する感受性分布(図 中)に顕著な変化OTC 29
はみられず 高感受性株が主体( ～ )をなして, 69 83%
いるが ～ 年までは 程度であった耐性, 1996 98 11%

, 1999 2001 21%株の割合が ～ 年にはやや増加して

になっている。 年から 年における ヒラ1990 2001 ,
メ由来株の に対する感受性分布の年変化は 図OTC ,
30 OTC ,に示したとおりである。 耐性株の割合は

1997 4 15% ,年までは ～ で不規則に変動していたが

1998 17% , 2001 25%年の 以降徐々に増加して 年には

に達している。

その他の薬剤については 年代による顕著な変化,
はみられなかった。 (図 中) (図 右)おNFS 28 , OA 28

FF 29 , ,よび (図 右)に対しては どの年代においても

NFS , 1996高感受性株が主体であった。 に対しては

年に耐性株が 株分離されたが 年以降は低感1 , 1997
OA , 1991受性株も分離されていない。 に対しては

年以降に低感受性株が 年以降に耐性株が分離, 1994
されるようになった。 に対しては どの年代におFF ,
いても高感受性株が 以上を占めるが 年以90% , 1997

ABPC降に低感受性株がわずかに分離されている。

に対する感受性(図 左)は 中感受性株の比率の29 ,
高い ～ 年を除いては 高感受性株中心の1993 1995 ,
連続的な分布となっている。

ヒラメおよびStreptococcus iniae の薬剤感受性
カワハギ科魚類(ウマヅラハギ カワハギ)から分離,
された の およびS iniae. NFS, ABPC, OTC, EM, LCM
に対する感受性は それぞれ図 および に示FF , 31 32

したとおりである。

由来魚種に関係なく 分離株の大部分が全ての供,
試薬剤に高い感受性を示した。しかし ヒラメ由来,
株には および に対する耐性株がOTC, EM, LCM FF
わずかに カワハギ科魚類由来株には 耐性 株, OTC 1
が 含まれていた。,
ヒラメ由来株の供試薬剤に対する感受性分布の変

, 1990 3 , 33化を 年から 年ごとにまとめた結果は 図

および に示したとおりである。34
に対しては(図 左) 各年代においてほとんEM 34 ,

どの株( ～ )が高感受性を示したが ～81 96% , 1996
年以降には中および低感受性株の割合がやや1998

14 17% EM , 1997 1増加している( ～ ) 耐性株は 年に。

株が分離されている。

に対する感受性分布(図 中)をみると 年LCM 34 ,
代とともに高感受性株の割合が減少し 中感受性株,
の割合が増加している。 ～ 年以降は 低1996 1998 ,

, 1996感受性や耐性株もやや増加しており 耐性株は
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図25. ブリから分離された の に対する感受性分布の経年変化.Lactococcus garviae LCM

図26. ヒラメから分離された の および に対する感受性.Edwardsiella tarda SMM, NFS, OA, ABPC, OTC FF
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年以前には 年の 株だけであったが お1990 1 , 1997
よび 年に各 株 年には 株の耐性株が2000 1 , 1998 2
分離されている。

その他の薬剤については 年代による顕著な変化,
NFS 33 , 1991はみられなかった。 (図 左)に対しては

年に耐性株が 株分離された以外は低感受性株も分1
離されていない。 (図 右)に対する耐性株はOTC 33

年に 株分離されただけであるが 年以降1990 1 , 1999
に低感受性株がやや増加している。 (図 右)にFF 34

対しては 年以降に低感受性株が分離されるよ, 1994
うになり 年には耐性株が 株分離された。, 1999 1

考 察

ビブリオ病は 属細菌による感染症の総称でVibrio
あるが 海産魚のビブリオ病の原因細菌として代表,
的なものが である。海産魚類由来V anguillarum. 2, 3)

の薬剤感受性に関する報告は少ないV anguillarum.
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図27. タイ科魚類から分離された の およびEdwardsiella tarda SMM, NFS, OA, ABPC, OTC
に対する感受性.FF

が および 年に徳島県の養殖ブリから分, 1977 1978
離された は ディスク法で全ての株がV anguillarum. ,
SMM , 1981 1982中感受性であったこと や および

3)

年に長崎県で分離された 株のうち 株に対する35 34
NFS, OA OTC MIC ,および の最小発育阻止濃度( )が

それぞれ≦ ≦ ≦ であっ1.56µg/m , 0.1µg/m , 0.8µg/ml l l
たこと が 報告されている。これらの報告は 本

4,5) , ,
報における 年以降の分離株の主体が 中1990 , SMM
感受性株と 高感受性株であったことNFS, OA, OTC
に一致する。 耐性株がわずかにみられるものSMM

SMM NFS OA

図28. 各年代にヒラメから分離された の および に対する感受性.Edwardsiella tarda SMM, NFS OA



図30. ヒラメから分離された の に対する感受性分布の経年変化.Edwardsiella tarda OTC
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図29. 各年代にヒラメから分離された の および に対する感受性.Edwardsiella tarda ABPC, OTC FF
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図31. ヒラメから分離された の および に対する感受性.Streptococcus iniae NFS, ABPC, OTC, EM, LCM FF

図32. カワハギ科魚類から分離された の およびStreptococcus iniae NFS, ABPC, OTC, EM, LCM
に対する感受性.FF

の の薬剤感受性については 大きな, . ,V anguillarum
変化がなかったと考えても良いであろう。

, ,現在 スズキ目魚類のビブリオ病治療薬として

スルフォンアミド化合物の とスルフィソゾーSMM
ル( ) テトラサイクリン系抗生物質の クロSIZ , OTC,
ラムフェニコール系抗生物質 の製剤が承認されTP
ている。これらのうち 現在養殖現場で汎用されて,
いる薬剤は であるが の にOTC , . OTCV anguillarum

, .対する感受性低下がみられないことから V
感染症の治療においては 現在までに薬anguillarum ,

剤耐性の問題がおこっていないものと思われる。

は ブリの類結節症のP damselae piscicida. subsp. ,

原因細菌である が ブリ以外のブリ属魚類をはじ
6-8) ,

め多くの魚種に感染することが知られている 。ブ
1)

, . subsp.リの類結節症発見の初期に P damselae
分離株は や に感受性を示すことpiscicida ABPC NB

, . subsp.が報告されている が その後の7-9) P damselae
の薬剤感受性の変化についても ブリ由来piscicida ,

株を主体とした耐性株の出現情報を含む比較的多く

の報告がある 。
4,5,10-21)

現在 スズキ目魚類の類結節症治療薬として承認,
, SIZ,されている薬剤は スルフォンアミド化合物の

OA FMQ ,キノロン系合成抗菌剤の とフルメキン( )

βラクタム系抗生物質の とアモキシシリンABPC
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図33. 各年代にヒラメから分離された の および に対する感受性.Streptococcus iniae NFS, ABPC OTC

EM LCM FF

図34. 各年代にヒラメから分離された の および に対する感受性.Streptococcus iniae EM, LCM FF
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( ) クロラムフェニコール系抗生物質の とAMPC , TP
その他の抗生物質 および であるFF, NB, BCM FOM

が これらのうち 年以前から使用されてきたも, 1989
のは および である。特, OA, FMQ, ABPC, AMPC TP
に と は養殖現場における類結節症治療, OA ABPC
薬として多用されていた。また ニトロフラン化合,
物の もしばしば用いられていたが 年以降NFS , 2000
は使用できなくなっている。

, 1981 .わが国のブリ養殖において 年までは P
の に対する感受性低damselae piscicidasubsp. ABPC

下は認められていなかったが 年に各地で, 1982
低感受性ならびに耐性株( ≧ )がABPC MIC 25µg/ml

, 1983 ABPC分離されるようになり 年以降には
5,10-12)

耐性株の出現頻度が急増した 。 に対して
13,14,20,21) OA

1984 MIC 3.1µg/m ,は 年に低感受性株( ≧ )が出現しl
1985 , ABPC年以降感受性低下が進むとともに

13,14,19,20)

と の両剤に耐性を示す菌株が増加して 類OA ,13,16)

NFS結節症治療における薬剤の選択が困難化した。

に対してもすでに 年以前に低感受性株( ≧1982 MIC
)がみられていた が 年頃から耐性6.2µg/m , 1984l 10,12)

化が進んだ とみられる。また と に対し
13,14) , OTC TP

ては 年に低感受性および耐性株( ≧1979 MIC
)が分離された後 年以降は耐性株の割50µg/m , 1980l

1990 1992合が高くなっている 。本報における ～
12)

年の ブリ由来株の薬剤感P damselae piscicida. subsp.
受性分布は 既報における 年前後の状況とよく, 1990
一致する。

. subsp. ,P damselae piscicidaの多剤耐性化に対して
1989 NB, 1990 FF , 1992 BCM ,年に 年に 年に22 20) )

1994 FOM , 1990 FF,年に が承認され 年代には
21)

の 薬剤が に替わる類結節BCM, FOM 3 , ABPC, OA
症治療薬として養殖現場に普及した。

P damselae1986 1988 .～ 年に複数県で分離された

株は全て に対して高い感受性subsp. NBpiscicida
MIC 0.78µg/m , 1989 1992( ≦ )を示していた が ～l 16)

年の分離株には感受性の低下傾向がみられている

。本報における ～ 年分離株にも低感18,20,21) 1990 1992
受性および耐性株が含まれていたが その後耐性化,
は進んでいない。これは本県で があまり使用さNB
れなかったことに関係すると思われる。

1998 FF, BCM,本県ブリ養殖における 年頃までの

の使用頻度は高かったと考えられるが ほとんFOM ,
どの分離株がこれら 薬剤に対して高い感受性を示3
している。低感受性および耐性株も存在するが 出,
現は散発的であった。熊本県の 年分離株 愛1992 ,21)

媛県の ～ 年分離株 に 低感受性株1992 1995 , FF19)

( ～ )が高率に含まれていたことがMIC 6.25 25µg/ml

報告されているが 本県における 低感受性株の, FF
出現状況とは異なっている。

本報において ブリ由, . subsp.P damselae piscicida
ABPC , FF, BCM, FOM来株における 耐性株の割合が

の普及した 年以降減少している。 に対1994 ABPC
する感受性の低下した 株P damselae piscicida. subsp.
を を含まない培地で継代すると感受性が回, ABPC
復することが知られており 耐性株の減少

9), ABPC
要因として 使用頻度の低下が疑われる。し, ABPC
かし 本県のブリ養殖においては の, , FF, BCM, FOM
普及に関係なく 現在まで一貫して が一次選, ABPC
択薬剤として多用されてきた実態がある。したがっ

て 耐性脱落の原因として 使用頻度低下は考, ABPC
えにくい。一方 年代に使用頻度が激減した薬, 1990
剤として があるが に対する感受性回復のOA , OA
傾向はみられない。 年以降 本県における類結1999 ,
節症の病勢は弱く に何, . subsp.P damselae piscicida
らかの変化が生じている可能性もあり 耐性, ABPC
株減少の原因との関連を含めて 興味深い研究課題,
である。

由来魚種別に の薬剤感P damselae piscicida. subsp.
受性分布をみると と に対して低感受性株, OTC TP
が主体のブリ型(ブリ属魚類 シマアジ イシガキダ, ,
イ)と 高感受性株主体のヒラメ型(ヒラメ マダイ), ,
に分けることができる。現在 カレイ目魚類である,

, ,ヒラメには 類結節症治療薬が承認されておらず

滑走細菌症治療薬としての とレンサ球菌症治NFS
療薬としての が使用できるだけである。ヒラOTC
メに 感染症が発生するよP damselae piscicida. subsp.
うになった初期には 耐性株がなく の経OTC , OTC
口投与で治療効果が認められたが 近年はヒラメ

23),
由来株にも 低感受性および耐性株が認められOTC
るようになり 対策の困難化が危惧される。,

は 海産魚類養殖業に最大の被害をL garviae. ,24,25)

与えてきた(α溶血性)レンサ球菌症(腸球菌症) の
26)

原因細菌である。現在 スズキ目魚類のレンサ球菌,
症治療薬として承認されている薬剤は βラクタム,
系抗生物質のトビシリン( ) テトラサイクリンTBPC ,
系抗生物質の と マクロライド系抗生物OTC DOTC,
質の オレアンドマイシン( ) キタサマイシEM, OL ,
ン( ) ジョサマイシン( )とスピラマイシンLM , JM
( ) クロラムフェニコール系抗生物質の そSPM , FF,
の他の抗生物質の の製剤であるが 年にLCM , 1990
承認された と 年に承認された を除FF , 2001 TBPC
いて いずれも 年以前から使用されてきた薬剤, 1989
である。

年以前に複数県で分離された 株は1981 .L garviae
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すべて ( ≦ ) と ( ≦OTC MIC 1.6µg/m DOTC MICl 4,27)

) に対して高い感受性を示していた。0.78µg/ml 4,27,28)

しかし 年に愛媛県で分離された株は に, 1982 DOTC
MIC 0.4µg/m ,対して高い感受性( ≦ )を示すもののl

に対する感受性が低い( ～ )こOTC MIC 6.2 25µg/ml
, 1987 DOTCとが報告されている 。さらに 年には

10)

に対する低感受性株( )も確認されていMIC25µg/ml
る 。本県における ～ 年の ブ

28) 1990 1992 .L garviae
リ由来株の および に対する感受性をみOTC DOTC
ると 感受性低下は さらに進んでいるように思わ, ,
れる。本報では 年以降に に対する高感受1994 OTC

, 1993 OTC性株の頻度が高くなっているが 年以前は

含有量の高いディスクを測定に供試していたこと

が 結果に影響を与えた可能性があるため この時, ,
期に の 感受性が変化したかどうかはL garviae. OTC
明確でない。

年以前に複数県で分離された 株は1986 .L garviae
すべて に対する感受性が高く( ≦ ), EM MIC 0.2µg/ml

に対しても高い感受性 ( ≦4,5,10,28-33) , LCM MIC
)を示していた 。しかし 年には0.8µg/m , 1987l 28,29,32)

および に対する 耐性株( ＞EM LCM . MICL garviae
)が分離されている 。本報の結果が示す100µg/ml 28)

ように 本県では 年に および に対す, 1990 EM LCM
る低感受性株( ～ )が存在していたもMIC 5 30µg/ml

。のの 耐性株( ＞ )は分離されていない, MIC 30µg/ml
耐性株と 耐性株はともに 年に出現しEM LCM , 1991

ている。しかしながら ブリ 歳魚由来の 耐性, 0 EM
1992 1991 EM株が分離されたのは 年になる。 年に

耐性株が分離されたブリの由来が明かでないため断

定はできないが 耐性株は 年にブ, . EM 1991L garviae
リ中間種苗の導入によって 耐性株分布地域か, EM
ら本県に持ち込まれた可能性がある。

以上のように 本県では 年代には に代表, 1980 EM
されるマクロライド系抗生物質や に耐性を示LCM
す 株がみられず これらの抗生物質がブL garviae. ,
リ養殖においてレンサ球菌症治療薬として汎用され

ていた。しかし 年には多剤耐性株の増加が顕, 1992
著となり 化学療法によるレンサ球菌症の治療が困,
難化した。そこで本県の複数の漁場では 年か, 1993
ら 年にかけて 耐性化した の感受性1995 , .L garviae

, LCM回復を目的に マクロライド系抗生物質および

,の一斉休薬および制限投薬が試みられた その結果。

耐性株の根絶はできなかったものの ある程度EM ,
の 感受性回復が認められた 。本報におけるEM 34)

～ 年の には一斉休薬漁場のブ1993 1995 .L garviae
リ由来株が多く含まれており この間の 耐性の, EM
進行が抑制された要因となっていると考えられる。

一方 に対しては一斉休薬漁場においても感受, LCM
性回復が認められず 耐性はさらに高度化して, LCM
いった。

他県における の 感受性に関する情L garviae. FF
報はほとんどない。本県では の使用がはじまっ, FF
た 年の 分離株に すでに 低感受1990 . , FFL garviae

MIC 15µg/m ,性および耐性株( ＞ )が含まれていたがl
年以降に耐性株は分離されていない。 年1991 2001

までに に対する の感受性分布に変化FF .L garviae
がみられないのは 本県において がもっぱら類, FF
結節症の治療に用いられ レンサ球菌症の治療に使,
用されることは少なかったことによると思われる。

は新しいレンサ球菌症治療薬で 本県ではTBPC ,
, TBPC .まだ使用例がほとんどないが に対する L

の感受性に関しては 同じβラクタム系抗生garviae ,
物質である に対する感受性動向が参考になるABPC
と思われる。 ～ 年に複数県で分離された1974 1986

株はすべて に対して高い感受性L garviae. ABPC
( ～ )を示していた が 本報にMIC 0.1 1.6µg/m ,l 4,5,27-29,35)

1990 1992 MIC 3おける ～ 年の分離株には中感受性(

15µg/m 40% , 1994 1995～ )株が 以上含まれており ～l
年には耐性( ＞ )株も分離されている。MIC 60µg/ml
ABPC ,はレンサ球菌症の治療には用いられないが

類結節症治療薬としてブリ養殖において多用されて

きたことが の 耐性化と関連してい, . ABPCL garviae
るのかも知れない。

由来魚種別に の薬剤感受性分布をみるL garviae.
と ブリ属魚類やシマアジ由来株と比較して ヒラ, ,
メおよびマアジ由来株ではどの薬剤に対しても 低,
感受性または耐性株の割合が低い傾向がみられる。

感受性低下が進んでいないのは ヒラメやマアジで,
感染症に対して投薬されることが少ないL garviae.

ためではないかと思われる。

年にわが国では初めての海産魚類用ワクチ1997
ンであるα溶血性レンサ球菌症ワクチンが承認さ

れ ブリ養殖に使用できるようになった。本県のブ,
リ養殖業においてもワクチンは順調に普及してお

り 年には約 万尾に経口ワクチンが投与さ, 2000 90
, 2001 , 2れたが 年には ビブリオ病とレンサ球菌症の

種混合注射ワクチンが加わり 経口と注射ワクチン,
を合計して 万尾以上のブリにレンサ球菌症関連150
のワクチンが投与されている。

以上のように本県では ワクチンの普及によって,
レンサ球菌症に対する投薬頻度が近年著しく減少し

ており の薬剤感受性回復が期待されてい, .L garviae
る。しかしながら 本報の結果からは 年以降, , 1997
の分離株における および に対する薬OTC, EM LCM
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, EM剤感受性回復の傾向は認められない。むしろ

に対しては ～ 年に耐性株の増加傾向さえ2000 2001
うかがわれる。本来 薬剤感受性調査に供試する菌,
株は無作為に収集する必要がある。本報の供試株は

疾病診断依頼をうけて分離されたもので ワクチン,
投与群などの疾病被害が少ない魚由来の分離株の割

合は低くなり 被害が発生して投薬の必要な養殖魚,
からの分離株の割合が高くなる傾向にある。したが

って 本報の調査方法でワクチン普及効果としての,
,感受性回復を評価することには無理がある しかし。

今後もレンサ球菌に対する投薬頻度が低い状態で推

L garviae移すれば 本報の調査手法でも数年後に, .
の薬剤感受性の回復が確認されると予測される。

は タイ科魚類およびヒラメのエドワジE tarda. ,
エラ症の原因細菌であるが タイ科魚類由来株が非,
運動性 ヒラメ由来株が運動性であることなど性状,
の差異が知られている 。現在 海産魚類のエド

36-38) ,
ワジエラ症治療薬として承認されている薬剤はない

, ,が ヒラメ養殖現場では本症の死亡率軽減を目的に

レンサ球菌症治療薬である 製剤が投与されるOTC
場合もある。

ヒラメ由来 の薬剤感受性について いくE tarda. ,
つかの報告がある 。 ～ 年に長崎県で

4,5,39,40) 1980 1982
ヒラメから分離された は に高い感受E tarda. , OTC
性( ～ )を示した が ～MIC 0.39 0.78µg/m , 1986l 4,5)

年の愛媛県株では中感受性 ( ～1989 MIC 1.56
)株の割合が増加し 年以降には低感12.5µg/m , 1990l

受性および耐性株( ≧ )が毎年分離されMIC 50µg/ml
ている 。また ～ 年に複数県で分離さ39) , 1983 1992
れた株については ほとんどが高感受性( ～, MIC 0.2

)株であったが 年に佐賀 年に大0.39µg/m , 1989 , 1991l
分県でそれぞれ 株の 耐性( ≧ )1 OTC MIC 100µg/ml
株が分離されている 。本報でも 年の分離株

40) 1990
MIC 60µg/m ,にすでに耐性株( ＞ )が含まれておりl

本県におけるヒラメ由来 耐性株の出現E tarda. OTC
は少なくとも愛媛県より早かったと考えられる。し

かも 年以降 耐性株の割合が増加傾向に, 1998 OTC
OTCある 現時点でヒラメに経口投与できる薬剤は。

だけであるので 耐性の進行は ヒラメ養殖に, OTC ,
とって重要な問題点である。

既報において ヒラメ由来 株は ～, . , 1980E tarda
1982 NFS MIC年には に対して高または中感受性(

～ )を示していた が ～ 年に0.1 3.1µg/m , 1986 1995l 4,5)

は感受性がやや低下( ～ )しているMIC 0.1 6.25µg/ml
。しかし 本報では 年に 耐性( ＞

39) , 1996 NFS MIC
)株が 株分離されているだけで 年以15µg/m 1 , 1997l

降は低感受性( ～ )株も確認されていMIC 5 15µg/ml

ない。 はヒラメの滑走細菌症治療のための薬NFS
浴剤として承認されており 本県のヒラメ養殖場で,
も頻繁に使用されている 。本報の結果から 滑走

41) ,
NFS , . NFS細菌症対策としての の使用は のE tarda

感受性に影響を与えていないと考えられる。

E tarda他県では ～ 年の間 ヒラメ由来1980 1995 , .
に 低感受性および耐性株は報告されていないOA
が 本報では 年以降に低感受性( ～

4,5,39) , 1991 MIC 2
)株が 年以降に耐性( ＞ )10µg/m , 1994 MIC 10µg/ml l

株が確認された。ヒラメが医薬品使用規制の対象動

物になった 年よりも前には 本県のヒラメ養殖1992 ,
でもエドワジエラ症対策として が使用される事OA
例のあったこと が の感受性低下の引き金

42) , .E tarda
となった可能性もある。

現時点で および いずれも ヒラ, SMM, ABPC FF ,
メに使用することはできないが はこれら, .E tarda
の薬剤に感受性を示す。 年に長崎県で分離さ1982

. , SMM MIC 1.56れた は に対して高感受性(E tarda
～ ) に中感受性( )で3.13µg/m , ABPC MIC 3.13µg/ml l

, 1986 1995 ,あった が ～ 年の愛媛県の分離株は5)

に大部分が低感受性もしくは耐性( ＞SMM MIC
) に対して高感受性から耐性まで広100µg/m , ABPCl

, FF MIC 0.2い感受性分布を示し に全株が高感受性(

～ )であることが報告されている 。さら1.56µg/ml 39)

に ～ 年に複数県で分離された株のほと, 1983 1992
んどが に高い感受性( )を示し, SMM MIC 6.25µg/ml
ている 。本県の分離株は 耐性株の比率が

40) , SMM
高いことや の感受性分布など 愛媛県の報告, ABPC ,
に比較的似ている。 に対しても高感受性株の39) FF
比率が高い点で一致するが 本県では近年わずかで,
はあるが低感受性株がみられるようになった。

. ,タイ科魚類由来 の薬剤感受性についてはE tarda
年の三重県のチダイ由来 株が および1974 2 , NFS

OA MIC 0.1µg/m , ABPC MIC 0.8µg/m , OTC MIC( ) ( ) (l l
) に 高い感受性 に耐性 ( ＞0.2µg/m , SMM MICl
)を示した ことや ～ 年に長1000µg/m , 1980 1982l 36)

,崎県のマダイおよびチダイから分離された株が

SMM MIC 3.13µg/m , NFS MIC 0.4µg/m , OA( ) ( ≦ )l l
MIC 0.2µg/m , ABPC MIC 1.56µg/m , OTC MIC( ≦ ) ( ) (l l
≦ )のいずれにも高い感受性を示す こと0.78µg/ml 4,5)

が報告されている。本報のタイ科魚類由来株は こ,
れらの薬剤に高い感受性を示し に対する耐, SMM

, 20 ,性株が存在する点など 年以上前と比較しても

薬剤感受性の変化はないと考えられる。
)S iniae. は(β溶血性)レンサ球菌症の原因細菌

43

で 海産魚類養殖においては とくにヒラメで重要, ,
な細菌性疾病 である。 感染症に対して ス44) S iniae. ,
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ズキ目では 感染症の治療薬が利用できるL garviae.
が 現在ヒラメで使用できる薬剤は 製剤だけで, OTC
ある。

～ 年に長崎 三重および徳島県のヒラ1981 1985 ,
メから分離された は ( ～S iniae. , NFS MIC 0.0125
0.2µg/m , ABPC MIC 0.0125 0.05µg/m , OTCl l) ( ～ )

MIC 0.39 0.8µg/m , EM MIC 0.05 0.1µg/m ,( ～ ) ( ～ )l l
( )のいずれにも高い感受性を示すLCM MIC 0.2µg/ml

ことが報告されている 。しかし ～ 年
4,5,45) , 1986 1995

, OTC, EM LCMの間に愛媛県のヒラメからは および

MIC 100µg/m , NFS MIC 0.1耐性( ＞ )株が分離され (l
～ )や ( ～ )に対し12.5µg/m ABPC MIC 0.1 3.13µg/ml l
ても感受性の低下が認められている 。また 愛媛

39) ,
株は に対して高から中感受性( ～FF MIC 0.39

)を示すことが報告されている 。本県に6.25µg/ml 39)

おける 年以降の分離株にも お1990 , NFS, OTC, EM
LCM ,よび 低感受性および耐性株が含まれており

さらに 年以降には 低感受性および耐性株が1994 FF
, .出現していることから これらの薬剤に対する S

の耐性化の進行が危惧される。特に ヒラメ養iniae ,
殖で唯一使用できるレンサ球菌症治療薬である

に対して 低感受性および耐性株が存在するこOTC ,
とは重要な問題である。 の耐性化を助長しS iniae.
ないよう ヒラメ養殖における の使用は慎重に, OTC
行わなければならない。

摘 要

1990 2001 ,１） ～ 年の薬剤感受性測定記録を集計し

大分県の海産魚類から分離された主要魚病細菌

の薬剤感受性について整理を行った。

２） については に中感受性V anguillarum. , SMM
および に高感受性を示す株が主NFS, OA OTC

体であった。

３） ブリ由来株におけるP damselae piscicida. subsp.
ABPC , 1994 , 1999耐性株の割合は 年以降減少し

～ 年には耐性株がほとんどみられなくな2001
った。

４） は薬剤感受性分布かP damselae piscicida. subsp.
ら と に対して低感受性株が主体のブ, OTC TP
リ型と 高感受性株主体のヒラメ型に分けるこ,
とができる。

５）ブリ由来 の 耐性および 耐L garviae. EM LCM
性株はともに 年に出現し その後増加し, 1991 ,
た。

.６）ブリレンサ球菌症ワクチンの普及に伴う L
の薬剤感受性回復傾向は 年までのgarviae , 2001

本報の結果からは確認できなかった。

1990 . OTC７ 年に存在していたヒラメ由来） E tarda
耐性株は 年以降に割合が増加傾向にあ, 1998
る。

８）ヒラメ由来 についても 各種薬剤に対S iniae. ,
する低感受性および耐性株が出現している。
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